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ご
あ
い
　
さ
　
つ

境
港
市
消
防
保
安
協
会

会

　

長

　

渡

　

辺

　

明

　

彦

早
春
の
候
'
会
員
の
皆
様
に
は
益
々

こ
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ

ま
す
｡

皆
様
に
は
'
日
ご
ろ
か
ら
本
協
会

の
運
営
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
高

配
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
-
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
｡

百
年
に
一
度
と
言
う
世
界
同
時
不

況
で
始
ま
っ
た
平
成
二
十
一
年
も
'
す

で
に
二
ケ
月
が
経
過
し
て
お
り
t
 
I

目
も
早
-
'
景
気
D
i
l
復
の
実
感
で
き

る
世
の
中
に
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
い
る
昨
今
で
す
｡

さ
て
'
当
協
会
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
見
ま
す
と
'
昭
和
三
十
六
年
一
月

八
日
に
｢
各
事
業
所
の
防
災
体
制
の

確
立
､
ひ
い
て
は
境
港
市
の
防
災
体

制
確
立
の
基
盤
｣
と
し
て
先
輩
諸
氏

の
ご
努
力
に
よ
り
設
立
さ
れ
て
以
来
'

半
世
紀
の
歳
月
が
流
れ
'
本
年
は
'

大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
｡

こ
の
記
念
す
へ
き
節
目
を
迎
え
る

に
あ
た
り
へ
昨
年
の
総
会
で
承
認
を

受
け
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
を
組
織
L
t
本
年
の
十
月
に
は
記

念
事
業
を
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
｡

し
か
し
な
が
ら
'
こ
の
様
な
事
業

は
､
会
員
の
皆
様
の
こ
協
力
な
-
し

て
推
進
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡

と
う
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
､

本
事
業
の
主
旨
を
ご
理
解
の
上
'
ご

賛
同
'
こ
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

先
輩
諸
氏
が
営
々
と
築
か
れ
て
き

た
当
協
会
も
創
立
五
十
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
'
地
域
社
会
に
根
ざ
し

た
団
体
と
し
て
'
よ
り
安
全
な
社
会

の
実
現
に
向
け
'
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
､
会
員
の

皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご

健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
'
わ
た
し
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
o
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i
えんどう･りょう氏

昭和11年　境港市生

慕れo

境港市民生部長､特
別蓋護老人ホーム博
愛苑苑長を経て､現

: I-∴　　__･T謂特筆繋協会のおいたち｣委員会教育長｡

遠　藤　　　量

☆
｢
協
会
創
立
五
十
周
年
｣

墳
港
市
消
防
保
安
協
会
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
o

昭
和
三
十
六
年
一
月
八
日
､
わ
が
協
会
は
産
声
を
あ
げ
て
半

世
紀
､
当
時
を
ふ
り
か
え
り
ま
す
と
1
R
境
港
駅
西
側
に
位
置

す
る
山
陰
地
区
最
大
の
石
油
基
地
､
石
油
タ
ン
ク
が
林
立
す
る

姿
は
壮
観
で
あ
り
､
伸
び
行
く
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
o

そ
の
反
面
､
1
朝
有
事
の
心
配
は
市
民

の
間
に
も
募
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
｡
少

し
で
も
そ
れ
を
解
消
し
よ
う
と
の
趣
旨
が

消
防
保
安
協
会
の
原
点
と
な
り
'
そ
の
使

命
を
果
す
こ
と
五
十
年
o
会
員
一
同
喜
び

た
い
も
の
で
す
｡

☆
｢
消
防
保
安
協
会
｣
に
改
称

創
立
は
｢
境
港
市
危
険
物
保
安
協
会
｣

の
名
称
で
発
足
し
ま
し
た
が
､
よ
り
広
い

活
動
を
展
開
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
､
昭

和
三
十
七
年
五
月
二
十
二
日
､
第
三
回
総

会
に
お
い
て
｢
境
港
市
消
防
保
安
協
会
｣

に
改
称
さ
れ
ま
し
た
｡

石
油
･
カ
ス
の
危
険
物
関
係
の
み
を
対

象
と
し
て
い
た
の
を
広
く
一
般
企
業
'
一

般
市
民
に
も
輪
を
拡
大
'
会
員
数
も
大
幅

に
増
え
ま
し
た
o

当
時
の
協
会
の
事
業
を
書
き
出
し
て
み
ま
す
と

H
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

口
危
険
物
取
扱
主
任
者
試
験
事
前
講
習
全

日
化
学
消
防
車
購
入
支
援
運
動

榊
火
災
予
防
標
語
の
募
集
運
動

な
ど
が
展
開
さ
れ
て
来
て
い
ま
す
｡
多
-
の
試
験
合
格
者
の
方

が
市
内
外
で
､
こ
活
躍
で
す
｡
火
災
予
防
週
間
は
春
秋
二
回
あ
り

ま
す
が
､
今
で
も
　
〟
火
災
予
防
標
語
〟
　
は
生
き
て
お
り
ま
す
｡

･
消
す
心
　
置
い
て
く
だ
さ
い
　
火
の
そ
ば
に

･
そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ

･
火
は
消
し
た
?
　
い
つ
も
心
に
　
き
い
て
み
て

･
あ
な
た
で
す
　
火
の
あ
る
-
ら
し
の
　
見
は
り
役

･
消
さ
な
い
で
　
あ
な
た
の
心
の
　
注
意
の
火

☆
｢
損
保
号
｣
　
寄
贈
運
動

昭
和
三
十
七
年
､
｢
消
防
自
動
車
A
二
級
｣
を
日
本
損
害
保

険
協
会
か
ら
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
｡

当
時
'
消
防
保
安
協
会
初
代
足
立
忠
次
氏
､
相
木
整
一
郎
市

長
､
林
義
人
消
防
長
な
と
の
ご
努
力
で
受
領
が
実
現
し
ま
し
た
o

わ
が
保
安
協
会
も
支
援
活
動
の
展
開
な
ど
し
て
少
な
か
ら
ぬ
貢

献
を
い
た
し
ま
し
た
o

☆
五
十
周
年
事
業
に
向
け
て

わ
が
消
防
保
安
協
会
創
立
五
十
周
年
'
祝
賀
記
念
事
業
へ
の

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

創
立
三
十
周
年
式
典
は
'
平
成
元
年
十
一
月
､
境
港
マ
リ
ー

ナ
ホ
テ
ル
で
開
催
｡
記
念
支
援
事
業
と
し
て
第
一
回
境
港
市
幼

年
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

創
立
四
十
周
年
式
典
は
､
平
成
十
年
十
一
月
'
境
港
市
民
会)

館
で
開
催
｡
〟
四
十
年
の
あ
ゆ
み
〟
　
の
記
念
冊
子
を
発
刊
し
て
､

市
内
外
へ
当
協
会
活
動
を
P
R
L
､
防
火
思
想
の
高
揚
に
努
め

て
い
ま
す
o
　
〟
E
]
十
年
の
あ
ゆ
み
″
を
紐
解
-
と
わ
が
協
会
の

歴
史
と
活
動
成
果
が
延
り
ま
す
o
五
十
周
年
記
念
誌
の
発
刊
に

取
組
ん
で
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
o

平
成
二
十
年
四
月
現
在
の
会
員
数
一
六
1
名
｡
会
員
拡
大
は

協
会
の
力
に
も
な
り
ま
す
L
t
災
害
の
な
い
､
火
災
の
な
い
墳

港
市
の
繁
栄
に
つ
な
が
り
ま
す
｡
保
安
協
会
報
の
役
割
の
大
き

さ
を
再
認
識
し
て
境
港
市
消
防
保
安
協
会
の
創
立
五
十
周
年
を

喜
び
'
隆
盛
に
結
び
つ
け
た
い
も
の
で
す
｡

(
元
墳
港
市
消
防
本
部
職
員
)

平
成
二
十
年
度
の
定
期
総
会
で
境
港

市
消
防
保
安
協
会
創
立
五
十
周
年
記
念

を
行
う
こ
と
が
了
承
さ
れ
､
創
立
五
十

周
年
記
念
事
業
を
行
う
た
め
の
実
行
委

員
会
が
'
渡
辺
会
長
始
め
と
し
た
六
名

の
会
員
と
事
務
局
三
名
の
人
員
で
発
足

し
ま
し
た
｡

平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
七
日
(
金
)
'

｢
第
一
回
境
港
市
消
防
保
安
協
会
創
立

五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
｣
が

境
港
市
上
道
町
の
さ
か
い
み
な
と
在
に

於
い
て
開
催
さ
れ
'
創
立
五
十
周
年
記

念
事
業
の
素
案
が
ま

と
ま
り
'
五
十
周
年

に
む
け
て
始
動
し
ま

し
た
｡
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事
業
所
対
抗
消
火
競
技
会
(
境
港
市
消
防
保
安

協
会
主
催
)
を
平
成
二
十
年
十
月
十
日
(
金
)
　
に

会
員
事
業
所
よ
り
十
四
チ
ー
ム
　
(
二
十
八
名
)
　
の

参
加
を
い
た
だ
き
'
境
港
消
防
署
の
協
力
の
も
と

境
港
消
防
署
訓
練
場
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
｡

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
な
か
'
一
チ
ー
ム
二
名

で
連
携
を
と
り
'
消
火
器
に
よ
る
油
火
災
の
消
火

と
､
消
火
栓
ホ
ー
ス
を
延
長
し
放
水
に
よ
る
的
落

し
や
ペ
ー
ル
缶
内
の
ポ
ー
ル
落
し
の
競
技
に
よ
り
､

各
チ
ー
ム
カ
の
限
り
を
尽
-
し
消
火
技
術
を
競
い

あ
い
ま
し
た
｡

ま
た
'
こ
の
日
は
'
保
育
所
の
可
愛
い
見
学
者

さ
ん
に
た
く
さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ
き
'
各
チ
ー

ム
と
も
よ
り
一
層
頑
張
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
｡

そ
し
て
'
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
境
港
消
防

署
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

第

一

位

東
西
オ
イ
ル
タ
ー
-
ナ
ル
㈱
境
港
油
槽
所

チ
ー
ム
T
O
T
境
港
　
松
本
文
博
･
伊
田
保
正

第

二

位

㈱
ア
ク
テ
ィ
境
港
営
業
所

ア
ク
テ
ィ
A
　
島
田
弘
之
･
石
倉
　
正

第

三

位

㈱
吉
備
総
合
電
設

消
火
魔
　
梅
原
浩
二
･
池
内
　
悟

平
成
二
十
坪
度
表
彰

平
成
二
十
年
度
に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
　
(
事
業
所
･
個

人
)
　
で
す
｡
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

全
国
危
険
物
安
全
大
会

*
財
団
法
人
全
国
危
険
物
安
全
協
会
理
事
長
表
彰
(
個
人
l
)

｡
境
港
市
消
防
保
安
協
会
会
長

渡
辺
　
明
彦
(
渡
辺
商
店
)

鳥
取
県
危
険
物
安
全
大
会

*
鳥
取
県
知
事
表
彰
(
個
人
1
)

(
危
険
物
優
良
取
扱
者
)

D
門
脇
　
俊
行
(
鳥
取
県
済
生
会
境
港
総
合
病
院
)

*
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
長
表
彰
(
事
業
所
2
)

o
l
二
光
株
式
会
社

o
株
式
会
社
ニ
ヤ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

*
境
港
市
消
防
保
安
協
会
会
長
表
彰
　
(
事
業
所
2
'
個
人
1
)

｡
さ
か
い
幸
朋
苑

o
鳥
取
県
済
生
会
境
港
総
合
病
院

o
門
脇
　
俊
行
(
鳥
取
県
済
生
会
境
港
総
合
病
院
)
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･住宅用火災警報器L=:EEL3r一二三

◎　住宅火災による死者数は急増しており､死に至った原因の
7割は逃げ遅れです｡火災の発生をいち早く感知し逃げ遅れ
を防ぐため､適正TJ:箇所に設置しましょう.
iT　寝　室

就寝に使用する部屋の天井又は壁面に設置します｡

E]階　段

就寝に使用する部屋がある階の階段の踊場の天井又は壁面
に設置します｡

国　台　所

できるだけ設置することが望ましい(努力規定)となって
います｡

◎　全ての住宅には､平成23年5月3 1日までに設置が必要
です｡

1
轡
1
轡
1
轡
▲
轡

平
成
二
十
年
十
一
月
六
日
会
員
､
事
務
局
九
名
に
て
'
愛
媛
県

西
条
市
に
あ
る
ア
サ
ヒ
ヒ
ー
ル
四
国
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
o

ア
サ
ヒ
ヒ
ー
ル
四
国
工
場
は
､
四
国
唯
一
の
大
規
模
ヒ
ー
ル

工
場
で
一
九
九
八
年
に
造
ら
れ
､
ビ
ー
ル
が
出
荷
さ
れ
る
ま
で

の
工
程
を
見
学
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
｡
広
大
な
工
場

に
あ
っ
て
従
業
員
数
は
九
十
名
程
と
少
な
く
'
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
化
さ
れ
た
工
場
に
あ
っ
て
'
そ
の
人
員
の
大
半
が
製
品
品
質

の
管
理
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
o
　
ま
た
見
学
を
受
け
入
れ
る
こ

と
も
あ
り
'
防
災
面
に
対
し
て
も
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

た
と
思
い
ま
す
｡
他
に
は
'
メ
タ
ン
ボ
イ
ラ
ー
､
炭
酸
ガ
ス
捕

集
設
備
そ
の
他
の
環
境
対
策
設
備
等
を
導
入
し
､
環
境
対
策
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
Q

平
成
二
十
一
年
度
の
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
が
行
う
各
試
験
の

日
程
で
す
｡

*
危
険
物
取
扱
者
試
験

第
一
回

試

　

験

　

種

　

類

試

　

験

　

日

願
書
受
付
期
間

第
二
回

試

　

験

　

種

　

類

試

　

験

　

日

願
書
受
付
期
間

第
三
回

試

　

験

　

種

　

類

試

　

験

　

日

願
事
受
付
期
間

甲
種
'
乙
種
'
丙
種

平
成
二
十
一
年
六
月
十
四
日
㈲

平
成
二
十
l
年
e
]
月
十
三
日
脚

～
四
月
二
十
七
日
㈲

甲
種
'
乙
種
､
丙
種

平
成
二
十
l
年
十
1
月
l
日
脚

平
成
二
十
一
年
九
月
七
日
㈲

～
九
月
二
十
四
日
㈱

乙
種

平
成
二
十
二
年
一
月
三
十
一
日
㈲

平
成
二
十
1
年
十
l
月
二
十
日
㈲

～
十
二
月
七
日
脚

試
　
験
　
会
　
場
　
(
西
部
地
区
予
定
)

米
子
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

米
子
コ
ン
へ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

※
　
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
は
第
一
回
と
第
二
回
の

試
験
に
併
せ
て
開
催
す
る
予
定
で
す
o

*
消
防
設
備
士
試
験

試
　
験
　
種
　
類
　
甲
種
'
乙
種

試
　
験
　
日
　
平
成
二
十
1
年
八
月
二
日
㈲

願
書
受
付
期
間
　
平
成
二
十
一
年
六
月
八
日
㈲

～
六
月
二
十
四
日
㈹

試
　
験
　
会
　
場
　
(
西
部
地
区
予
定
)

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー


